
開演を待つ会場の方々 

 

しいの木会報 
Enjoy your SHIINOKI Life   

         （エンジョイ ユア シイノキ ライフ）  

 

 

 

 

 

 

本年度、小野会長以下のスタ

ッフの一大宿願ともいうべ

き「防災セミナー」が以下の

とおり開催されました 

       

 

 

 

 

 

月日   平成２６年５月１１日(日) 午後２時～４時 

       場所   中野区 中野 ZERO西館小ホール 

       講師   橋本 大二郎氏  元高知県知事・テレビ朝日キャスター    

熊谷 直之氏   中野区消防署   

       来賓   田中 大輔氏   中野区区長            

2013～2014年度 

 （後期防災セミナー特集号） 

 



来賓の田中区長 

講師の橋本大二郎氏 

司会の L 内川 

挨拶する小野会長 

講演後に小野会長から高橋氏

に花束贈呈 

当日は、事前の予想をはるかに超えて、380名もの方々にご参加いただきました。 

来賓の中野区区長 田中大輔氏からご挨拶をいただいた後、

第１部は、中野消防署の熊谷氏によって、関西大地震と東日

本大地震の被害の様子が映像等で映し出されました。また、

中野区内の木造密集地帯が１時間でどこまで消失するか等が

リアルタイムでわかりやすく示され、区が抱える問題も浮き

彫りにされました。                      

 

 

第２部の、橋本大二郎氏によ

る講演「転ばぬ先の杖」は圧

巻でした。緻密な論理構成と

経験豊かな内容で、かつ、ま

ったくよどみのないその柔

らかい語り口は、さすが人気

コメンテーターの面目躍如

たるもので満場の観客を魅

了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



暑い中ご協力いただいた JC 中野委員会

のメンバー 

開場前に配布資料の準備 

お客様を会場にご案内 

ロビーにて 

受付設営 

好評だったお土産の

LED ライト 

終了後のアンケート(参加者の約３分の１から

回収)によると、｢大変よかった｣｢よかった｣とい

う感想が９割を占めました。これは、橘委員長

を先頭にアクティヴィティ委員会の全メンバー

が、１年近くにわたり一丸となって奮闘された

成果であるとともに、クラブ全メンバーがポス

ター貼りや口コミ宣伝などに努力されたことの

証でもあります。 

JC中野委員会のメンバーには、中野駅南口で呼

び込みまでしていただきました。配布資料の事

前準備、会場案内、受付等、しいの木 LCメンバ

ーの会場での活躍の様子は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



「弁護士さん、ちょっといい話」   

  

  

 

                                

 「永田君、これからすぐに渋谷警察署に行って、逮捕されている教え子の B 君に会ってきてくれ」

と私の恩師 A氏から突然電話が入ったのは、弁護士になってまだ３～４年目の頃でした。 

 しかし、警察で事情を聞くと、これがなかなか厄介な事件です。「大学のクラブの打ち上げで飲

み会をハシゴした B君は、泥酔の末、キーのついた他人の車を勝手に運転した挙句、タクシーに

衝突、乗客一人に怪我をさせた」というものでした。「先生、これはかなり難しそうですよ」と私は A

氏に悲観的な見通しを報告しました。すると恩師は、言下に「ダメだ。何としても釈放させるん

だ！」と一喝するのです。 

 「恩師 A 氏」というのは、まず私にとり司法研修所時代の裁判官教官だったのです（この頃はす

でに裁判官を退官し、大学の法学部教授をしていた）。しかも剣道の高段者で何度か指導を受け、

職見人格ともに尊敬置くあたわざる方であり、私にとってはおよそ「四の五の口を挟めるような人」

ではなく、「早期釈放させるんだ」と言われれば、それはもう絶対命令でした。 

 何より心配したのは、生まれて初めて逮捕された B君が、酔いが醒めて知った事件の重大さに

ショックを受け、「自分の人生はこれで終わった」と真っ青な顔で、まともに話せないほど完全に

落ち込んでいることでした。何が役にたつかわからないもので、私は「自分が若い頃放浪してい

た当時、トルコのアンカラでタクシーの運転手と喧嘩になり、警察に一晩泊められたよ」というよう

な話をしました。 

 次に、何よりもかによりも盗難車両の持ち主、ぶつけたタクシー会社及び乗客との示談です。そ

れとB君の家族、親族からの嘆願書と彼の大学のゼミの仲間からの嘆願書もできるだけ多く取り

寄せました（大学当局に知られると「退学処分」のおそれもあるので極秘で）。とにかく夢中で駆け

ずり回って、最後に検察官と交渉です。そうしたら１週間で釈放となったのです。「絶対無理さ」と

半分諦めていたのですが、不起訴釈放ですから吃驚しました。今考えると「おそらくは」（真偽の

ほどはわからないし、故人となられた恩師は泉下で「そんなバカなことを俺がするか」とまた一喝

することでしょうが）、著名刑事事件の裁判長をしたことのあるA氏が口を利いてくれたからでは、

と思います。 

 ともあれ、あれから３０年あまり経ちました。B君からは毎年美味しい日本酒が送られてきて、私

の年末の愉しみになっています。彼は、その後司法試験に挑戦して合格し、今はさるところで裁

判官をしています。 
 

 

 

 

 

         編集 しいの木 LC PR情報委員会 
         永田晴夫 寺崎 務 足利與志勝 秋元良宣 井川邦司 武石鉄昭 

L 永田晴夫 

 


